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新潟県言語聴覚士会学術局長 阿志賀大和（新潟リハビリテーション大学） 

 これを書いているのは1月21日ですから、国家試験まで１ヶ月ほどです。このニュースレ

ターが届く頃、受験した学生さんはそれぞれ手応えに応じた心境で発表を待っていることと思

います。皆さんは国家試験を受験〜発表までのことを覚えていらっしゃいますか。私は自己採

点の結果が芳しくなく、不安でいっぱいだったように記憶しています。多くの学生にとって、

「国試合格」は大きな目標となっています。しかし、国試合格は通過点であり、合格したから

といってそこで学びをやめて良いわけではないことは言わずもがなです。当県士会は学びの機

会の一つとして学術大会を催しています。学術大会にとって会員の皆さんが発表される一般演

題はなくてはならないものです。第４回学術大会（6月5日開催）に演題を応募できなかった

先生方も第5回の学術大会にはご応募いただき、県内のSTの知識・技術の向上のために先生

方の経験を共有していただければ幸いです。 

 

 

 

日時：2016年6月5日（日） 

場所：メッセピア（燕三条地場産業振興センター） 

 

専門講座 『臨床力を上げる嚥下訓練』  

柴本 勇 先生（聖隷クリストファー大学 言語聴覚学科） 

 

基礎講座 基礎講座⑤ 「協会の役割と機構」 

基礎講座⑥ 「研究法序論」 

 

★詳細は県士会ホームページをご参照ください。 

 

巻頭言，第4回新潟県言語聴覚士会学術大会のお知らせ・・・1ページ 
伊林克彦先生が新潟県の都道府県医療功労賞受賞 

健康寿命延伸フォーラムに参加しました        ・・・2ぺージ 

リレーエッセイ，施設紹介              ・・・3ページ 

理事会議事録，編集後記               ・・・4～７ページ     

企業広告                      ・・・8ページ 
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新潟県言語聴覚士会 表彰委員会 佐藤厚（新潟リハビリテーション大学）

この度、本会会員で新潟リハビリテーション大学教授の伊林克彦先生が都道府県医療功労賞 

（主催：読売新聞社、後援：厚生労働省・日本テレビ放送網）を受賞されました。これは地域

に根ざした健康増進・疾病予防、治療などを行い、15年以上献身的に職務に励んで功績をあ

げた医療従事者を対象に授与されるものです。伊林先生は新潟で長い間STとして御活躍され、

失語症を中心とした学際的領域の進歩、そして多くのSTの養成に携わってこられました。先

生のそれらの業績が認められ、この度の受賞となったことはご本人のみならず本会にとっても

大変名誉あることです。写真は、2月5日、新潟市のホテルオークラで行われた表彰式の様子

です。伊林先生の今回の受賞を心からご祝福するとともに、今後の一層の御健康と御活躍を祈

念いたします。 

         

 

           

新潟県言語聴覚士会 社会局 山田大樹（西蒲中央病院） 

平成27年11月15日、新潟ユニゾンプラザにて 

健康寿命延伸フォーラムが開催されました。健康寿命 

とは、健康上問題ない状態で日常生活を送れる期間の 

ことです。平均寿命と健康寿命の間には男性で約9年、 

女性では13年の差があるといわれています。誰もが 

最後まで健康でいきいきと生活を送るためにどうすれ 

ば良いか、特別講演やパネルディスカッション、展示 

体験コーナーが開催されました。 

初めての参加となりますが、展示・体験コーナーに 

ST ブースが参加しました。体験コーナーは発声口腔機能チェックや咀嚼ガム、反復唾液嚥

下テストを行い、展示コーナーはVF動画の展示、パネルの展示を行いました。来場者は年

配の方が多く、言語や嚥下に関心があり、積極的に体験コーナーに参加していました。嚥下

体操の資料を持っていく方が多かったです。多くの方々に言語聴覚士の仕事を知っていただ

き、合計で72名がSTブースに来場しました。今後も多くの方々に言語聴覚士の仕事を知

っていただきたいと思います。 
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田中千菜美（新潟臨港病院） 

 新潟臨港病院の田中です。雪の日が続いており、明日はどのぐらい積もるのかと心配な日々

を過ごしています。さて、ウインタースポーツといえばスキーやスノーボードがありますが、

お休みの日でも大雪で家から出ることができない、家でゆっくり休みたいなんてことがあるの 

ではないでしょうか。 

 そんな日に私は海外ドラマを観るので、おすすめの一本を紹介します。“ワンス・アポン・

ア・タイム（Once Upon a Time）”です。このドラマは白雪姫やピノキオなどディズニーの

キャラクターたちが、魔女の呪いで本来の記憶をなくし、現代のアメリカで暮らしているとい

う物語です。謎を解きながら魔女と戦っていくので、ディズニーが好きな人はもちろん、そう

でない方も楽しんでいただけるかもしれません。これ以外にも海外ドラマはたくさんあります 

ので、興味があればぜひ一度観てみてください。 

 

鈴木朋美（新潟臨港病院） 

当院は新潟市東区の日本海側に位置しています。晴れた日は佐渡や粟島が一望でき、行き交

う船を眺められ、夕方になれば暁の夕日がお部屋を照らしと、まるで高級ホテルのＶＩＰルー

ム並み？（言いすぎですが・・）の病室を有し、患者様との会話に困らない環境にあります。

内科・整形外科を中心として、外科・眼科・産婦人科・泌尿器科・耳鼻咽喉科・皮膚科・歯科

口腔外科などの診察を行っている病床１９９床の病院です。昨年より新潟伊勢丹に近い新潟万

代病院（旧新潟逓信病院）も当院のグループとなりました。 

 リハビリスタッフはＳＴ３人、ＰＴ１１人、ＯＴ４人、マッサージ師２人、事務１人の計２

１人でベテランは老体？にムチ打ちながら、新人は毎日必死に患者様と向き合いながら日々の

リハビリを行っています。 

 対象疾患の大半は摂食・嚥下障害で、対象患者様はＣＯＰＤなどの慢性呼吸器疾患の既往が

ある方や90代を超えた高齢者の方が多くを占めています。認知症の合併や聴覚障害などの影

響でコミュニケーションが円滑にいかない方も多くいらっしゃいます。 

 当院では特に呼吸器内科に力を入れており、週１回の呼吸器ケア・カンファレンスではＳＴ

も参加し摂食・嚥下や認知機能、コミュニケーション面で関わっています。「ミッション！笑

顔とやすらぎ♡」（患者さんについて迷ったことがあれば、まずは患者様の笑顔とやすらぎを

第一に考えましょうという意味合いがこめられています。）を合言葉に他職種で患者様に関わ

らせてもらっています。 

嚥下と呼吸は密接な関係にあることは皆さんもご存知か 

と思いますが、養成校などではあまり多くを学んでいない 

のが現状ではないでしょうか。当院には多くの呼吸療法認 

定の資格を有すＰＴ・ＯＴも在籍していますので、私も日 

々呼吸機能について学ばせてもらいながら患者様のリハビ 

リに取り入れさせてもらっています。 

 また、当院は地域に貢献する病院という理念があり、 

現在「新潟エッセン」（新潟東区摂食・嚥下サポートメ  （呼吸器ケア・カンファレンスのメンバーです。） 

ンバー）や「ＮＨＣＡＰ」など、同じ地域の病院や他施設と連携しながら、地域全体で摂食・

嚥下障害に取り組んでいこうといった活動も行っています。興味がある方はぜひ勉強会などに
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参加していただければ大歓迎です。超高齢化社会が来るのも、そう先のことではありません。 

私自身もあれよあれよという間に高齢者の仲間入りです。ＳＴとしての視点を通して、今後も

地域活動にも積極的に参加していきたいと思っています。 

 

平成27年度 第３回理事会議事録 

日時：2015年7月11日 15時30分～17時30分 会場：ながおか市民センター ２B会議室 

出席者：井口・堂井・高橋・阿志賀・井上・蓮子・斎藤・伊藤・小林  監事：鍛治山 

報告事項 

5月12日 平成２７年度第1回新潟県リハビリテーション推進連絡会理事会に開催。 

5月21～22日 第6回訪問リハ地域リーダー会議斎藤理事出席。 

5月25日 JASより地域包括ケアシステム構築に向けたリハ専門職の人材育成に関するアンケート依頼 

5月20日 長野県言語聴覚士会より会長交代のお知らせ  

福島県言語聴覚士会より平成27年4月1日より一般社団法人格取得のお知らせ 

5月22日 特別養護老人ホームにしかりの里 嚥下に関する講師派遣依頼  

5月25日 JASより地域包括ケアシステムについてアンケートの依頼 

5月29日 スワンの会より、8月29日（土）の高次脳機能障害リハビリテーション講習会 後援依頼・

実行委員1名推薦の要請。 

5月30日 平成27年度日本言語聴覚士協会定時社員総会へ会長出席。 

5月31日 第3回学術大会 第15回定期総会開催。 

5月31日 歯科衛生士会60周年記念式典 堂井副会長出席。 

6月1日 健康寿命延伸にかかる多職種協働推進委員会（新潟市）堂井副会長出席。 

6月3日 新潟県リハビリテーション専門職協議会会議が開催。会長・斎藤理事出席。 

6月10日 沼基幹病院言語聴覚士確保に関する協議を県及び基幹病院担当者と行った。  

6月16日  在宅医療推進センター設置にかかる検討会議 阿志賀理事出席。 

6月15日 富山県言語聴覚士会より、新会長就任のお知らせ 

7月8日  新潟県より、読売新聞社主催の医療功労賞推薦の通知 

7月8日  長岡三古老人福祉会より、新施設（2つ）の竣工式および祝賀会への出席依頼 

8 月 22 日～（全 5 回）障がい者 IT 活用サポーター養成講座開催される。学術支援（学会発表・論文作成

等）に対する県士会での支援を検討していく 

広報部：ニュースレター57号編集中（8月上旬発送予定）。ニュースレターの名称決定 「next stage」 

公益事業部：長岡市すこやかともしび祭りについて今年度も参加の意向を市へ伝えた。健康寿命延伸フォー

ラムSTブースでの活動内容について報告された。 

会員動向（平成27年7月8日現在） 

正会員338名 準会員5名 学生会員4名 賛助会員9社 

[入会]宮澤 奏美（亀田第一病院）倉田 俊希（柏崎総合医療センター）遠藤 直人（豊浦病院）鈴木 麻

央（北日本脳神経外科病院）矢部 さつき（三之町病院）佐越 朱美（三之町病院）今井 知恵美（魚沼市

立小出病院）原田 佳奈（独立行政法人 国立病院機構 新潟病院）水沢 有希（岩室リハビリテーション

病院）高橋 裕香（上越総合病院）西 弘平（白根大通病院）和澄 安奈（西蒲中央病院）永野 志歩（佐

渡総合病院）松川 友里恵（悠遊健康村病院） 後藤 結（桑名病院）小山 菜々恵（長岡西病院） 

[異動]中嶋 優子（介護老人保健施設レインボーヴィラ清津→斎藤記念病院）土屋 雅惠（みどり病院            

→特別養護老人ホーム 二の丸）斎藤 久美子（豊栄幼児ことばの相談室→新潟市立児童発達支援センター）

鈴木 はるみ（新潟リハビリテーション病院→デイケアセンターきざき）駒村 恵（介護老人保健施設 悠
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遊苑→悠遊健康村病院）高橋 有希乃（介護老人保健施設 槇の里→新潟西蒲メディカルセンター病院）勝

又 愛子（佐渡総合病院→厚生連柏崎総合医療センター） 

[退会]田辺 洋子（江南区役所健康福祉課）平沢 絵里奈（三之町病院）中野 あずさ（長岡保養園） 

[その他]氏名変更 高橋ゆかり→渡辺ゆかり（亀田第一病院）中澤真理子→村上真理子（介護老人保健施設 

楽楽） 

財務部：収入1,202,800円 支出372,453円 残高1,745,376円 未納分（26年度まで）247,000

円 

学校教育連携WG：6月25日 全国会議出席 支援事例集作成のため、10例を協会に提供。7月4日 WG

ファーストミーティング開催 参加者12名。今年度学校訪問３件終了。 

法人化検討委員会：集めた情報を整理し理事会に提出する。 

地域包括ケアシステム検討委員会：ST向けの研修会を10月4日に開催予定。 

検討事項 

・副会長選出について、井上社会局長の兼任が提案され承認された。 

・理事退任について、深沢理事の退任が報告され承認された。 

・理事（補充）選出について、山田大樹氏（西蒲中央病院）が推薦され承認された。 

・組織図について、地域包括ケアシステム推進委員会の立ち上げを提案され承認された。 

・後援依頼の対応について、今後三局長で検討を進め内規を作成する。 

・第44回医療功労賞について、表彰の基準を事務局中心に作成する。 

・JAS全国学会主催について話し合われ、主催は困難であると判断された。 

平成27年度第４回理事会 議事録 

日時：2015年9月6日 9時30分～12時 会場：ながおか市民センター 2B会議室 

出席者：井口・大平・堂井・高橋・井上・阿志賀・蓮子・斎藤・伊藤・山田・小林  監事：鍛治山 

報告事項 

7月1日 新潟県災害リハビリテーション連絡協議会第6回役員会に堂井副会長出席。 

7月23日 新潟リハビリテーション大学にて井口会長が講義「臨床の立場より言語聴覚士の仕事について」 

7月25日 第1回研修会実施。参加者40名。 

7月29日 三古老人福祉会地域密着型複合施設わしま・高齢者複合施設サクラーレ福住竣工式典に井口会

長参加。 

8月5日 新潟県リハビリテーション専門職協議会会議に井口会長・井上副会長・高橋事務局長・斎藤理事

出席。 

8月16日 地域リハビリテーション活動支援事業研修会に関わる会に参加。 

8月18日 新潟県医師会にPT深川副会長・OT横田会長と共に訪問。 

8月23日 第4回学術大会 第1回実行委員会開催。 

8月27日 健康寿命延伸フォーラムの打ち合わせ、堂井副会長・阿志賀理事出席。 

8月29日 第2回研修会実施。参加者20名。 

９月１日 災害対策委員へ一斉メール送信実施。 

9月1日 ３局長会議開催。 

9月4日 新潟県リハビリテーション専門職協議会会議に井上副会長・伊藤晃氏出席。 

9月7日 平成２７年度第1回新潟県介護予防市町村支援委員会専門部会、堂井副会長出席予定。 

9月19・20日すこやかともしびまつりに参加予定。9月19日「言語聴覚の日」の取り組み実施予定。 

9月27日 地域ケア個別会議研修会に井上副会長・森田浩氏出席予定。 

10月7日 新潟県リハビリテーション専門職協議会会議に参加予定。 

10月7日 日本言語聴覚士協会会長会議（東京）井上副会長代理出席予定。 

10月18日 研修会開催予定。 

広報部：広報誌57号発行。リーフレットについて報告された。 
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地域支援事業：上越ブロック代表変更：松下聡子氏（新井愛広園）→森田浩氏（新潟労災病院）村上地区よ

り依頼あり、地区担当者へ連絡・依頼。長岡市多職種交流会に斎藤理事・伊藤理事出席予定。 

スペシャルオリンピックス日本 ヘルシーヒアリングの協力依頼について報告された。 

訪問リハビリ：訪問リハビリテーション推進財団から事例報告についての要請。 

調査部：特になし 

事務局：「福祉・介護・健康フェア」について報告された。 

会員動向（平成27年9月2日現在） 

正会員３４０名、準会員５名、賛助会員９社、学生会員３名、計３５７名 

［入会］石澤あすか（介護老人保健施設 葵の園･新潟島）、青山由佳（長岡西病院） 

［異動］内山千里（新潟リハビリテーション病院→関川愛広苑）渡邊和美（介護老人保健施設いわむろの里

→岩室リハビリテーション病院） 

財務部：収支報告（平成27年9月4日現在） 

収入127,500円 支出320,323円 残高1,552,553円 未納分会費(26年まで)242,000円 

総務部：特になし 

学校教育連携WG：派遣事業 現在15件中6件終了。 

IT支援者講習会について、一回目のST参加者は6名。 

地域包括ケアシステム検討委員会：公益事業部の報告の通り。 

検討事項 

・県から①県士会所属の現職の人数と所属について、②会員としての組織率、③医療機関・通所リハ・訪問

リハの受け入れ上限数の積算の問い合わせの対応について検討された。  

・平成27年度新潟県言語聴覚士会組織及び担当について井口会長より新組織案が提案され承認された。斎

藤理事より、社会局公益事業部内に訪問リハビリ部門の新設が提案され承認された。併せて訪問リハビリ部

門の担当者に石田雅樹氏（新潟南病院）を推薦、承認された。 

・中越言語難聴通級教員研修講師の推薦について鍛治山監事より講師派遣の依頼について報告された。講師

の推薦については鍛治山氏に一任することが承認された。 

・表彰基準について①監事より表彰基準案が提示され承認された。②医療功労賞に伊林克彦氏の推薦が承認

された。 

・来年度学術大会についての会場やポスター作製について承認された。 

・基金活用による地域包括ケアシステム研修会開催について承認された。 

・地域ケア個別研修会交通費について参加者に交通費を支給することが承認された。 

・PT士会開催の模擬地域ケア会議研修会の講演者1名とﾌｧｼﾘﾃｰﾀ 2名を選出した。 

・平成27年度厚生労働省委託事業 「意思疎通を図ることに支障がある障害者等に対する支援の在り方に

関する研究」における調査協力について報告された。 

・地域医療介護総合確保基金を活用して実施する「介護従事者の確保に関する事業」の提案募集について社

会局で対応することが承認された。 

平成27年度第5回理事会 議事録 

日時：2015年10月17日 15時30分～17時30分 会場：ながおか市民センター 2A会議室 

出席者：大平・高橋・小林・井上・蓮子・本間・斎藤・山田・奥倉・名古屋  監事：鍛冶山 

報告事項 

9月10日 包括まきやま・みしまの多職種交流会に伊藤理事と斎藤理事が出席。 

９月１０日 新潟市北区ＯＴ地域ケア会議参加の要請。上越地区の集いへの派遣について情報提供。 

10月7日 平成27年度新潟県リハビリテーション専門職協議会第4回会議開催。 

１０月7日 新潟県ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ専門職協議会会議に堂井副会長、井上副会長、斎藤理事出席予定。 

10月11日 第4回学術大会実行委員会開催。 

10 月 16 日 長岡市地域包括西長岡（青葉台・関原・深沢・宮本・大積地区）の多職種交流会に奥倉理事
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が出席予定。 

10月15日 介護従事者の確保に対する事業地域リハ専門局会議に堂井副会長が出席。 

10月16日 新潟県地域リハビリテーション推進連絡会齋藤理事が出席。 

10月18日 新潟福祉まつり参加予定。 

10月22日 長岡市地域包括富曽亀地区の多職種交流会に吉田病院斎田先生、斎藤理事が出席予定。 

10月25日 OT士会創立30周年記念式典・祝賀会に会長出席予定。 

11月５日 長岡市地域包括支援センター今朝白で多職種交流会開催予定。 

11月7日 日本言語聴覚士協会 会長会議に井上副会長出席予定。 

11月15日 福島県言語聴覚士会一般社団法人化記念式典・祝賀会に大平副会長参加予定。 

学術局： ITサポーター養成講座について報告された。社会局との合同研修会について報告された。第2回

学術局会議を開催予定。 

広報部：広報誌58号印刷中。10月中発送予定。リーフレットについて報告された。 

公益事業部 すこやかともしび祭り及び言語聴覚の日の取り組みの参加報告がされた。スペシャルオリンピ

ックス日本について会員へのボランティア募集案内を配布。 

調査部：特になし  

事務局：会員動向（H27年10月12日現在）正会員342名、準会員5名、賛助会員9社、学生会員3

名 計359名 

[入会]富樫利菜（新潟大学医歯学総合病院）上村由紀子（新潟大学医歯学総合病院） 

[異動]櫻井晶（上越総合病院→村上総合病院）橋本一穂（新潟リハビリテーション病院→介護老人保健施設 

新井愛広苑）酒井春奈（新潟県立新発田病院→新潟県立中央病院）[その他]氏名変更倉内彩代→石塚彩代 

財務部：収入 152,000円 支出148,727円 残高 1,555,826 円 未納分会費 227,000 円 

総務部：特になし 

学校教育WG：派遣事業について病院への派遣依頼について報告された。中越言語難聴通級研修会講師の報

告がされた。 

災害対策委員会：災害医療研修会の案内を郵送。佐渡地区災害医療研修会について佐渡地区の会員に郵送。 

法人化検討委員会：埼玉県ST会の法人化について報告された。 

検討事項 

・第３回甲信越在宅医療推進フォーラム in新潟におけるスタッフ交通費等が予算として承認された。  

・健康寿命延伸にかかる多職種協働推進委員会に大平副会長が出席することが承認された。 

・杉浦地域医療振興賞の推薦者について該当しないことが承認された。 

・11月15日福祉・介護・健康フェアにて交通費等を予算として承認された。 

・寿命延伸フォーラムでのスタッフ交通費等予算として承認された。 

・新潟県リハビリテーション専門協議会の名刺印刷に伴う出費について予算として承認された。 

・スペシャルオリンピックスの県士会内の窓口担当者について承認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 
伊藤： 二年間すばらしい広報部員に支えられ何とかここまで来ることができました。紙面を読んでくだ

さっている皆様、ありがとうございました。 

廣井：今年は小雪でよかったですが、夏に水不足にならないことを願います。 

井口：ここ何ヶ月か、TVドラマを観る機会が増えました。ささやかですが日常の楽しみになっています。 
岩橋：天気の悪い日が続いていますが、時々雲ひとつない晴れの日があると寒くても外に出たくなります。
早く暖かくなってほしいです。 
石崎：今年は雪が少なく、桜の開花が早くなりそうで楽しみです。 
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福祉・労災指定：各種車椅子・座位保持装置・ベッド      

コミュニケーションエイド・福祉機器一般 

介護保険レンタル・介護住宅リフォーム相談 

 ㈱ Ｇ・Ｔ・Ｂ   

（オーエックス新越） 

〒956-0017 新潟県新潟市秋葉区あおば通 

            ２丁目 28-27 

TEL 0250-25-2626  FAX 0250-25-7710 

http://www

.gtb-n

iigata.jp/ 
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